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本研究では，対象者の肥満遺伝.(-および性-年齢-肥満

宣-体力水準などの身体常幸aを総合的に考議したオーダー

メイド減量プログラムを開発することを最終的な自擦と

し， 2つの小誤認を設定した.

1.留別減量自探偵の設定に関する検討

2.減量む法(食事と選動の組み合わせ)とその効果にj認す

る検討

/ト課題 1では，メタポリツクシンドローム構成沼チを i

つ以上保有する広性344名を対象に，少なくとも lつの鴇

成四了を改善させるために どの程度の減最が必要なの

かを投討した.その結呆 体重減少乎:が8.4%以上であ

るとメタポリツクシンドローム構成Itl子が改善しやすく

(78.9% vs 43.5拡)，体重減少率が8.1%以上であっても，

初期体重が 74.6同より大きいと改善乎が下がることが不

唆された (84.2%vs57.差別.また，体重減少率が8.4免未

満であっても，食事嬢法に運動嬢j去を加えることによって

メタポ 1)ツクシンドローム構成Q(l'Tは改善しやすくなるこ

とが示唆された (64.5%vs 26.3紛.

小課題 2では，運動を組み合わせることによる減量効果

が，どのような条件下で最大となるのかを検討した.対象

者は， 3ヵ月間の減量教室に参加し，減量前後の澱定を受

け，遺{去子解析に j弓慈;した男友3;)0名である.ある一進基

遺伝子多~(single nuclcotide polymorphism : SNP)におけ

る3つの遺伝子型を O(aa型)， 1 (ab J.明)， 2(bb型〉とコー

ドし，体重減少ギに対する介入方法×遺伝子型の交互作用

が布意となる Si¥Pを検索したところ， 15備の遺伝子に含

まれる 36SN Psの関連性が示唆された.また， 3つの遺

伝子上に含まれる 4つの SNPsの組み合わせによ句，運動

効果が大きくなる条件を示すことができる可能性が示唆さ

れた.


